
⑹　発達障害者等に対する支援

①　現状と今後の方向性

②　第６期計画期間の実績及び新たな計画期間の見込み

 　ア 発達障害者支援地域協議会の開催

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

開催回数 【回/年】 2 1 4 2 2 2
※令和５年度分は見込み

　 イ 発達障害者支援センターによる相談支援

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

相談件数 【件/年】 169 113 118 118 118 118
※令和５年度分は見込み

　 ウ 発達障害者支援センター及び発達障害者地域支援マネジャーの関係機関への助言

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

助言件数 【件/年】 6 5 5 5 5 5
※令和５年度分は見込み

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

研修、啓発件数 【件/年】 44 69 72 72 72 72
※令和５年度分は見込み

　発達障害者等に対する支援については、本市の策定する広島市発達障害者支援体制づくり推
進プログラムに掲げた事業・取組を実施するとともに、発達障害者支援センターにおける発達
障害者等からの相談への適切な助言、関係機関との連携強化及び各種研修の実施により、地域
における総合的な支援体制の整備等を推進してきました。
　さらに、発達障害の可能性がある児童の増加等により、発達障害者等の支援ニーズはより高
まっており、住み慣れた地域でのライフステージに応じた継続的な支援を行う必要がありま
す。このため、同プログラムに掲げたペアレントトレーニング等の事業・取組をより一層推進
するとともに、関係機関が発達障害者の個々の特性に沿った対応ができるよう、連絡、調整、
助言等を総合的に行う発達障害者地域支援マネジャーを発達障害者支援センターに配置し、地
域の相談支援機関等との協力関係の強化に努めます。

新たな計画期間の見込み

　発達障害者の支援の体制の整備を図るため、発達障害者及びその家族、学識経験者その他の関係者並びに医
療、保健、福祉、教育、労働等に関する業務を行う行政機関及び民間団体並びにこれに従事する者により構成

区分
新たな計画期間の見込み

第６期計画期間の実績

第６期計画期間の実績

【単位】 

　事業所等が困難ケースを含めた支援を的確に実施できるように助言、指導等を実施

区分

第６期計画期間の実績

　 エ 発達障害者支援センター及び発達障害者地域支援マネジャーの外部機関や地域住民への
      研修、啓発

新たな計画期間の見込み

　医療、保健、福祉、教育、労働等に関する業務を行う関係機関及び民間団体並びにこれに従事する者に対し、
発達障害についての情報の提供及び研修を実施

新たな計画期間の見込み

【単位】 

　発達障害の早期発見、早期の発達支援に資するよう、発達障害者及びその家族その他の関係者に対し、専門的
に相談に応じ、情報の提供、助言を実施

第６期計画期間の実績

区分

区分 【単位】 

【単位】 
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

受講者数 【人/年】 0 73 80 90 90 90
※令和５年度分は見込み

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

実施者数 【人/年】 2 2 2
※新規項目

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

【人/年】 27 31 33 35 37 39
※令和５年度分は見込み

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

【人/年】 89 72 89 89 89 89
※令和５年度分は見込み

【単位】 
第６期計画期間の実績 新たな計画期間の見込み

区分

区分

【単位】 
第６期計画期間の実績 新たな計画期間の見込み

人数

　 ク ピアサポート活動への参加人数

　 キ ペアレントメンターの人数

　発達障害の子どもを育てた保護者が、その育児経験を活かし、同じ親の立場から子育てで同じ悩みを抱える保
護者などに対して情報提供等を行うペアレントメンターを養成

　 カ ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等の支援プログラム等の実施者数　　新

　保護者等が子どもの発達障害の特性を理解し、必要な知識や方法を身につけ、適切な対応ができるよう、発達
障害者等及びその家族等に対する支援プログラムを実施

区分 【単位】 
第６期計画期間の実績 新たな計画期間の見込み

　 オ ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等の支援プログラム等の受講者数

参加者数

　保護者等が子どもの発達障害の特性を理解し、必要な知識や方法を身につけ、適切な対応ができるよう、発達
障害者等及びその家族等に対する支援プログラムを実施

　同じ悩みを持つ本人同士や発達障害児を持つ保護者同士等の集まる場の提供や、集まる場を提供する際の子ど
もの一時預かり等の実施

区分

【単位】 
第６期計画期間の実績 新たな計画期間の見込み

- 30 -


